
令和 3 年度（2021 年度）第 2 回産業衛生技術部会企画運営委員会 資料 

 

日時：令和３年（２０２１年）9 月 10 日（金） 15:00～1７:00 

場所：（新型コロナウィルス感染防止のため，ZOOM にてオンライン開催） 

 

議事（案） 

１． 第３１回全国協議会（2021/12/2～4，津）の企画について 

２． 第 95 回学会（2022/5/25～28，高知）の企画について 

３． 今後の学会・協議会における企画案について 

４． 新しい化学物質管理に関する産業衛生技術部会の役割について 

５． 各委員会より 

６． 各地方会より 

７． その他 

 

 

資料 

1. 第３１回全国協議会（2021/12/2～4，津）の企画について 

現時点でのプログラム案（6/3 事務局案）は下記の通り。 

 

(1) 産業衛生技術シンポジウム （12/4（土）14:00～16:00，小ホール） 

テーマ：「テレワーク・在宅勤務における労働環境の問題と今後の課題」  

座長： 中原浩彦（ENEOS） 

演者： 齊藤宏之（労働安全衛生総合研究所），榎原 毅（名古屋市立大学），佐々木那津

（東京大学） 

 

(2) 産業衛生技術専門研修会 （12/4（土）17:30～19:30，レセプション） 

テーマ： 「労働現場の安全衛生活動推進に資する連携と協働～現場が動く，現場を動

かす，キーパーソンは衛生管理者～」 （企画担当： 東海地方会） 

座長：北山 勉（北山労働安全衛生コンサルタント事務所），榊原洋子（愛教大） 

演者： 

岡安 徹，松本勇司（エフ・シー・シー）「化学物質管理活動における衛生管理者の役割

（仮題）」 

大場恵史（東海化学分析研究所）： 「作業環境測定機関の測定現場における環境改善

提案事例（仮題）」  

土山智之（名古屋大学客員研究員）： 「皮なめし工場の労働者の健康リスク調査（仮

題）」  

 

(3) 産業衛生技術部会幹事会 （12/5（日） 13:45～14:45，中会議室） 

※関係者の現地参加状況を考慮し，オンライン（ZOOM）で実施すべきか？ 

 

(4) 四部会合同シンポジウム （12/5（日） 9:30～11:30，中ホール） 

「変化する働き方における産業保健サービスの在り方」 

※ 産業衛生技術部会より川上貴教氏（北大）が担当。 

 

 現時点では現地開催（２021/12/3～5）およびオンデマンド（12/3～19）とのアナウン

ス。 

 一般演題（ポスター）は現地開催なし，オンデマンドのみ。 

 今後の Covid-19 の状況次第ではオンラインに変更の可能性もあるため，アナウンスに



留意する必要あり。 

 抄録原稿依頼は 9 月中旬ごろの予定。 

 

2. 第 95 回学会（2022/5/25～28，高知）の企画について 

 現時点では，現地開催（2022/5/25～28），オンデマンド（6/16～30）のハイブリッド

で開催の予定。 

 メインテーマ：「新しい時代の働き方と産業保健 持続可能な社会を目指して」 

 

主催行事（予定） 

(1) 産業衛生技術フォーラム 

(2) 産業衛生技術専門研修会 

(3) 拡大幹事会 

 

※ 例年通りであれば，１０月頃には企画案の募集があると思われるため，テーマ，座長，演者

の案を決める必要がある。 

 

 

3. 今後の学会・協議会における企画案の候補について 

(1) 第 32 回全国協議会（札幌） 

産業衛生技術シンポジウム，専門研修会 

(2) 第 96 回日本産業衛生学会（東京） 

産業衛生技術フォーラム，専門研修会 

 

 

4. 新しい化学物質管理に関する産業衛生技術部会の役割について 

５年後を目処に化学物質管理が新システムに移行することになったことを受け，技術部会

（さらには産業衛生学会）として何をすべきか（何ができるか）を考える必要がある。 

 

 

5. 各委員会より 

 

 

6. 各地方会より 

(1) 関東地方会より 

 2022/2/19（土）に第 295 回関東地方会例会を当番幹事として開催予定。 

 

(2) 九州地方会より 

 2021/10/23（土）に九州地方会 Web 研修会２０２１を開催予定（ZOOM）。 

 

(3) その他 

 

 

7. その他 


